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仮想ボリューム API メソッド

Element ソフトウェア仮想ボリューム API メソッドを使用すると、仮想ボリューム（
VVol ）を管理できます。これらの API メソッドを使用して、既存の VVol を表示した
り、仮想ボリュームストレージコンテナを作成、変更、削除したりできます。これらの
メソッドを使用して通常のボリュームを処理することはできませんが、通常のボリュー
ムの API メソッドを使用して VVol に関する情報を表示することはできます。

• CreateStorageContainer を作成します

• DeleteStorageContainers

• GetStorageContainerEfficiency を使用します

• GetVirtualVolumeCount を実行します

• ListProtocolEndpoints を指定します

• ListStorageContainers

• ListVirtualVolumeBindings を実行します

• ListVirtualVolumeHosts を指定します

• ListVirtualVolumes の場合

• ListVirtualVolumeTasks を実行します

• ModifyStorageContainer の追加

詳細については、こちらをご覧ください

• "SolidFire および Element ソフトウェアのドキュメント"

• "以前のバージョンの NetApp SolidFire 製品および Element 製品に関するドキュメント"

CreateStorageContainer を作成します

「 CreateStorageContainer 」メソッドを使用すると、 Virtual Volume （ VVOL ）ストレ
ージコンテナを作成できます。ストレージコンテナは、レポートの作成やリソースの割
り当てに使用できます。仮想ボリューム機能を使用するには、少なくとも 1 つのストレ
ージコンテナを作成する必要があります。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。
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名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

名前 ストレージコンテナ
の名前。Element ソ
フトウェアアカウン
トの命名規則に従い
ます。

文字列 なし はい。

アカウント ID ストレージコンテナ
に変換する非ストレ
ージコンテナアカウ
ント。

整数 なし いいえ

イニシエータシーク
レット

イニシエータの
CHAP 認証用のシー
クレット。

文字列 なし いいえ

targetSecret ターゲットの CHAP

認証用のシークレッ
ト。

文字列 なし いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

ストレージコンテナ 新たに作成されたストレージコン
テナに関する情報を含むオブジェ
クト。

ストレージコンテナ

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "CreateStorageContainer",

    "params": {

        "name" : "example"

    },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  "id": 1,

  "result": {

    "storageContainer": {

      "accountID": 8,

      "initiatorSecret": "rVTOi25^H.d;cP}l",

      "name": "example",

      "protocolEndpointType": "SCSI",

      "status": "active",

      "storageContainerID": "a9ec1138-e386-4a44-90d7-b9acbbc05176",

      "targetSecret": "6?AEIxWpvo6,!boM"

    }

  }

}

新規導入バージョン

9.6

DeleteStorageContainers

「 eleeteStorageContainers 」メソッドを使用すると、一度に最大 2000 個の Virtual

Volume （ Vvol ）ストレージコンテナをシステムから削除できます。削除するストレー
ジコンテナに VVol が含まれないようにしてください。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

storageContainerID

です
削除するストレージ
コンテナの ID のリ
スト。リストには最
大で 2000 個の ID

を指定できます。

UUID の配列 なし はい。

戻り値

このメソッドには戻り値はありません。

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。
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{

  "method": "DeleteStorageContainers",

    "params": {

        "storageContainerIDs" : ["a9ec1138-e386-4a44-90d7-b9acbbc05176"]

    },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  "id": 1,

  "result": {}

}

新規導入バージョン

9.6

GetStorageContainerEfficiency を使用します

GetStorageContainerEfficiency メソッドを使用すると、仮想ボリュームストレージコン
テナの効率性に関する情報を取得できます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

storageContainerID

です
効率性に関する情報
を取得するストレー
ジコンテナの ID 。

整数 なし はい。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

4



圧縮 ストレージコンテナ内のすべての
仮想ボリュームの、データ圧縮に
よって削減された容量。値は比率
で示され、「 1 」はデータが圧縮
されずに格納されたことを意味し
ます。

浮動小数点

重複排除 ストレージコンテナ内のすべての
仮想ボリュームの、データの重複
排除によって削減された容量。比
率として示されます。

浮動小数点

missingVolumes 効率性に関するデータを照会でき
なかった仮想ボリューム。原因と
しては、ガベージコレクション（
GC ）サイクルから 1 時間経過し
ていない、一時的なネットワーク
接続の切断、または GC サイクル
後のサービスの再起動がありま
す。

整数の配列

シンプロビジョニング 使用済みスペースとデータの格納
用に割り当てられたスペースの比
率。比率として示されます。

浮動小数点

タイムスタンプ GC 後に効率性に関するデータが収
集された最後の時刻。

ISO 8601 形式の日付文字列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "GetStorageContainerEfficiency",

  "params": {

    "storageContainerID" : "6c95e24f-9f0b-4793-affb-5a4bc6c3d7e1"

  },

  "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  "id": 1,

  "result": {

    "compression": 1,

    "deduplication": 1,

    "missingVolumes": [],

    "thinProvisioning": 1,

    "timestamp": "2016-04-12T15:39:49Z"

  }

}

新規導入バージョン

9.6

GetVirtualVolumeCount を実行します

GetVirtualVolumeCount メソッドを使用すると、現在システムに存在する仮想ボリュー
ムの数を取得できます。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

カウント 現在システムに存在する仮想ボリ
ュームの数。

整数

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "GetVirtualVolumeCount",

    "params": {

    },

    "id": 1

}

6



応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  "id": 1,

  "result": {

    "count": 5

  }

}

新規導入バージョン

9.6

ListProtocolEndpoints を指定します

「 ListProtocolEndpoints 」メソッドを使用すると、クラスタ内のすべてのプロトコルエ
ンドポイントに関する情報を取得できます。プロトコルエンドポイントは、関連付けら
れた仮想ボリュームストレージコンテナへのアクセスを管理します。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

protocolEndpointID 情報を取得するプロ
トコルエンドポイン
ト ID のリスト。こ
のパラメータを省略
すると、メソッドは
すべてのプロトコル
エンドポイントに関
する情報を返しま
す。

protocolEndpointID

UUID の配列
なし いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

protocolEndpoints を指定します システム内の各プロトコルエンド
ポイントの情報を含むオブジェク
トのリスト。

ProtocolEndpoint 配列

7
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要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "id": 1,

  "method": "ListProtocolEndpoints",

  "params": {}

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

8



{

  "id": 1,

  "result": {

    "protocolEndpoints": [

      {

        "primaryProviderID": 1,

        "protocolEndpointID": "1387e257-d2e3-4446-be6d-39db71583e7b",

        "protocolEndpointState": "Active",

        "providerType": "Primary",

        "scsiNAADeviceID": "6f47acc2000000016970687200000000",

        "secondaryProviderID": 2

      },

      {

        "primaryProviderID": 2,

        "protocolEndpointID": "1f16ed86-3f31-4c76-b004-a1251187700b",

        "protocolEndpointState": "Active",

        "providerType": "Primary",

        "scsiNAADeviceID": "6f47acc2000000026970687200000000",

        "secondaryProviderID": 3

      },

      {

        "primaryProviderID": 4,

        "protocolEndpointID": "c6458dfe-9803-4350-bb4e-68a3feb7e830",

        "protocolEndpointState": "Active",

        "providerType": "Primary",

        "scsiNAADeviceID": "6f47acc2000000046970687200000000",

        "secondaryProviderID": 1

      },

      {

        "primaryProviderID": 3,

        "protocolEndpointID": "f3e7911d-0e86-4776-97db-7468c272213f",

        "protocolEndpointState": "Active",

        "providerType": "Primary",

        "scsiNAADeviceID": "6f47acc2000000036970687200000000",

        "secondaryProviderID": 4

      }

    ]

  }

}

新規導入バージョン

9.6

9



ListStorageContainers

「 ListStorageContainers 」メソッドを使用すると、システムが認識しているすべての仮
想ボリュームストレージコンテナに関する情報を取得できます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

storageContainerID

です
情報を取得するスト
レージコンテナ ID

のリスト。このパラ
メータを省略する
と、メソッドはシス
テム内のすべてのス
トレージコンテナに
関する情報を返しま
す。

UUID の配列 なし いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

ストレージコンテナ システム内のすべてのストレージ
コンテナに関する情報を含むオブ
ジェクトのリスト。

ストレージコンテナ 配列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "ListStorageContainers",

   "params": {

      "storageContainerIDs": ["efda8307-b916-4424-979e-658a3f16894d"]

   },

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  "id": 6395,

  "result": {

    "storageContainers": [

      {

        "accountID": 64,

        "initiatorSecret": "EJ:08An1MyNQmL!7",

        "name": "VvolContainer",

        "protocolEndpointType": "SCSI",

        "status": "active",

        "storageContainerID": "efda8307-b916-4424-979e-658a3f16894d",

        "targetSecret": "g38}zWBK%206jQr~",

        "virtualVolumes": []

      }

    ]

  }

}

新規導入バージョン

9.6

ListVirtualVolumeBindings を実行します

「 ListVirtualVolumeBindings 」メソッドを使用すると、プロトコルエンドポイントにバ
インドされているクラスタ内のすべての仮想ボリュームのリストを取得できます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

virtualVolumeBindin

gID
情報を取得する仮想
ボリュームバインド
ID のリスト。この
パラメータを省略す
ると、メソッドはす
べての仮想ボリュー
ムバインドに関する
情報を返します。

整数の配列 なし いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。
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名前 説明 を入力します

バインド クラスタ内の、プロトコルエンド
ポイントにバインドされているす
べての仮想ボリュームの詳細を示
すオブジェクトのリスト。

結合

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "ListVirtualVolumeBindings",

    "params": {

    },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  "id": 1,

  "result": {

    "bindings": [

      {

        "protocolEndpointID": "5dd53da0-b9b7-43f9-9b7e-b41c2558e92b",

        "protocolEndpointInBandID":

"naa.6f47acc2000000016a67746700000000",

        "protocolEndpointType": "SCSI",

        "virtualVolumeBindingID": 177,

        "virtualVolumeHostID": "564de1a4-9a99-da0f-8b7c-3a41dfd64bf1",

        "virtualVolumeID": "269d3378-1ca6-4175-a18f-6d4839e5c746",

        "virtualVolumeSecondaryID": "0xe200000000a6"

      }

    ]

  }

}

新規導入バージョン

9.6

12

https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software-123/api/reference_element_api_binding_vvols.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software-123/api/reference_element_api_binding_vvols.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software-123/api/reference_element_api_binding_vvols.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software-123/api/reference_element_api_binding_vvols.html


ListVirtualVolumeHosts を指定します

「 ListVirtualVolumeHosts 」メソッドを使用すると、クラスタで認識されているすべて
の仮想ボリュームホストのリストを取得できます。仮想ボリュームホストとは、 VASA

API プロバイダとのセッションを開始した VMware ESX ホストです。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

virtualVolumeHostID 情報を取得する仮想
ボリュームホスト
ID のリスト。この
パラメータを省略す
ると、メソッドはす
べての仮想ボリュー
ムホストに関する情
報を返します。

virtualVolumeHostID

UUID の配列
なし いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

ホスト クラスタ内の仮想ボリュームホス
トの詳細を示すオブジェクトのリ
スト。

ホスト 配列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "ListVirtualVolumeHosts",

    "params": {

    },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

13

https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software-123/api/reference_element_api_host.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software-123/api/reference_element_api_host.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software-123/api/reference_element_api_host.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software-123/api/reference_element_api_host.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software-123/api/reference_element_api_host.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software-123/api/reference_element_api_host.html


{

  "id": 1,

  "result": {

    "hosts": [

      {

        "bindings": [],

        "clusterID": "5ebdb4ad-9617-4647-adfd-c1013578483b",

        "hostAddress": "172.30.89.117",

        "initiatorNames": [

          "iqn.1998-01.com.vmware:zdc-dhcp-0-c-29-d6-4b-f1-1a0cd614",

          "iqn.1998-01.com.vmware:zdc-dhcp-0-c-29-d6-4b-f1-5bcf9254"

        ],

        "virtualVolumeHostID": "564de1a4-9a99-da0f-8b7c-3a41dfd64bf1",

        "visibleProtocolEndpointIDs": [

          "5dd53da0-b9b7-43f9-9b7e-b41c2558e92b"

        ]

      }

    ]

  }

}

新規導入バージョン

9.6

ListVirtualVolumes の場合

ListVirtualVolumes メソッドを使用すると、現在システムに存在する仮想ボリュームをリ
ストできます。すべての仮想ボリュームを表示することも、一部だけを表示することも
できます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。
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名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

詳細 応答に含める詳細の
レベル。有効な値は
次のとおり

• true ：各 VVol

に関する詳細な
情報を応答に含
めます。

• false ：各 VVol

に関する標準レ
ベルの情報を応
答に含めます。

ブール値 いいえ いいえ

制限（ Limit ） リストする仮想ボリ
ュームの最大数。

整数 10000 いいえ

再帰的 各 VVol の子に関す
る情報を応答に含め
るかどうかを指定し
ます。有効な値は次
のとおり

• true ：各 VVol

の子に関する情
報を応答に含め
ます。

• false ：各 VVol

の子に関する情
報を応答に含め
ません。

ブール値 いいえ いいえ

startVirtualVolumeID

を指定します
応答に含める最初の
仮想ボリュームの
ID 。

UUIDType なし いいえ

仮想ボリューム ID 情報を取得する仮想
ボリューム ID のリ
スト。このパラメー
タを省略すると、メ
ソッドは指定した仮
想ボリュームに関す
る情報のみを返しま
す。

virtualVolumeID

UUID の配列
なし いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。
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名前 説明 を入力します

nextVirtualVolumeID リスト内の次の仮想ボリュームの
ID 。

UUID

virtualVolumes 現在システムに存在する仮想ボリ
ュームの詳細を示すオブジェクト
のリスト。

virtualVolume 配列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "ListVirtualVolumes",

    "params": {

    },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  "id": 1,

  "result": {

    "nextVirtualVolumeID": "00000000-0000-0000-0000-000000000000",

    "virtualVolumes": [

      {

        "bindings": [

          177

        ],

        "children": [],

        "metadata": {

          "SFProfileId": "f4e5bade-15a2-4805-bf8e-52318c4ce443",

          "SFgenerationId": "0",

          "VMW_ContainerId": "abaab415-bedc-44cd-98b8-f37495884db0",

          "VMW_VVolName": "asdf",

          "VMW_VVolType": "Config",

          "VMW_VmID": "502e0676-e510-ccdd-394c-667f6867fcdf",

          "VMW_VvolProfile": "f4e5bade-15a2-4805-bf8e-52318c4ce443:0"

        },

        "parentVirtualVolumeID": "00000000-0000-0000-0000-000000000000",

        "snapshotID": 0,

        "snapshotInfo": null,

        "status": "done",

        "storageContainer": {

          "accountID": 1,

          "initiatorSecret": "B5)D1y10K)8IDN58",

          "name": "test",

          "protocolEndpointType": "SCSI",

          "status": "active",

          "storageContainerID": "abaab415-bedc-44cd-98b8-f37495884db0",

          "targetSecret": "qgae@{o{~8\"2U)U^"

        },

        "virtualVolumeID": "269d3378-1ca6-4175-a18f-6d4839e5c746",

        "virtualVolumeType": "config",

        "volumeID": 166,

        "volumeInfo": null

      }

    ]

  }

}

新規導入バージョン

9.6
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ListVirtualVolumeTasks を実行します

「 ListVirtualVolumeTasks 」メソッドを使用すると、システム内の仮想ボリュームタス
クのリストを取得できます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

virtualVolumeTaskID 情報を取得する仮想
ボリュームタスク
ID のリスト。この
パラメータを省略す
ると、メソッドはす
べての仮想ボリュー
ムタスクに関する情
報を返します。

UUID の配列 なし いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

タスク クラスタ内の仮想ボリュームタス
クの詳細を示すオブジェクトのリ
スト。

タスク 配列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "ListVirtualVolumeTasks",

    "params": {

    },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  "id": 1,

  "result": {

    "tasks": [

      {

        "cancelled": false,

        "cloneVirtualVolumeID": "fafeb3a0-7dd9-4c9f-8a07-80e0bbf6f4d0",

        "operation": "clone",

        "parentMetadata": {

          "SFProfileId": "f4e5bade-15a2-4805-bf8e-52318c4ce443",

          "SFgenerationId": "0",

          "VMW_ContainerId": "abaab415-bedc-44cd-98b8-f37495884db0",

          "VMW_GosType": "windows7Server64Guest",

          "VMW_VVolName": "asdf.vmdk",

          "VMW_VVolNamespace": "/vmfs/volumes/vvol:abaab415bedc44cd-

98b8f37495884db0/rfc4122.269d3378-1ca6-4175-a18f-6d4839e5c746",

          "VMW_VVolType": "Data",

          "VMW_VmID": "502e0676-e510-ccdd-394c-667f6867fcdf",

          "VMW_VvolAllocationType": "4",

          "VMW_VvolProfile": "f4e5bade-15a2-4805-bf8e-52318c4ce443:0"

        },

        "parentTotalSize": 42949672960,

        "parentUsedSize": 0,

        "status": "success",

        "virtualVolumeHostID": "564de1a4-9a99-da0f-8b7c-3a41dfd64bf1",

        "virtualVolumeTaskID": "a1b72df7-66a6-489a-86e4-538d0dbe05bf",

        "virtualvolumeID": "fafeb3a0-7dd9-4c9f-8a07-80e0bbf6f4d0"

      }

    ]

  }

}

新規導入バージョン

9.6

ModifyStorageContainer の追加

「 modifyStorageContainer 」メソッドを使用すると、既存の仮想ボリュームストレージ
コンテナに変更を加えることができます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

19



名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

storageContainerID

です
変更する仮想ボリュ
ームストレージコン
テナの一意の ID 。

UUID なし はい。

イニシエータシーク
レット

イニシエータの
CHAP 認証用の新し
いシークレット。

文字列 なし いいえ

targetSecret ターゲットの CHAP

認証用の新しいシー
クレット。

文字列 なし いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

ストレージコンテナ 新たに作成されたストレージコン
テナに関する情報。

ストレージコンテナ

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "ModifyStorageContainer",

    "params": {

      "storageContainerID": "6c95e24f-9f0b-4793-affb-5a4bc6c3d7e1",

      "targetSecret": "O,IM;tOQdn9$JJ*8"

    },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  "id": 1,

  "result": {

    "storageContainer": {

      "accountID": 8,

      "initiatorSecret": "T$|5TO>2IY5sk4@k",

      "name": "doctest1",

      "protocolEndpointType": "SCSI",

      "status": "active",

      "storageContainerID": "6c95e24f-9f0b-4793-affb-5a4bc6c3d7e1",

      "targetSecret": "O,IM;tOQdn9$JJ*8"

    }

  }

}

新規導入バージョン
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